
　
さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ

ジ
ネ
ス
協
議
会
は
６
日
、
サ

ン
・
エ
ー
ル
さ
が
み
は
ら
（
緑

区
西
橋
本
）
で
講
演
会
「
生

活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
開
発

最
前
線
」
を
開
い
た
。
２
部

制
。

　
第
１
部
で
は
、
産
業
技
術

総
合
研
究
所
ロ
ボ
ッ
ト
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ

ー
・
副
セ
ン
タ
ー
長
の
大
場

光
太
郎
氏
を
招
い
て
講
演
会

を
開
い
た
。
少
子
化
、
超
高

齢
社
会
に
よ
る
労
働
力
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
生
活
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
が
労
働
力
の
補

完
や
新
た
な
産
業
の
創
出
の

手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　
大
場
氏
は
講
演
で
、
生
活

支
援
分
野
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
動
向
や
社
会
実
装

に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
部
で
は
さ
が

み
は
ら
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

内
に
９
月
開
設
し
た
「
さ
が

み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
統

括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
宮

川
孝
文
氏
が
登
壇
。
同
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
紹
介
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
支
援
や
技
術

者
の
育
成
を
通
じ
て
、
市
内

モ
ノ
づ
く
り
企
業
の
生
産
性

の
向
上
な
ど
を
狙
い
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
講
演
終
了
後
に

は
見
学
会
も
実
施
さ
れ
た
。

　
―
青
工
研
と
は
ど
ん
な
組

織
で
す
か
。

　
「
相
模
原
商
工
会
議
所
工

業
部
会
の
下
部
組
織
に
あ
た

り
ま
す
。
42
歳
以
下
の
経
営

者
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
る

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
、
経

営
上
の
諸
問
題
な
ど
を
本
気

で
討
議
し
ま
す
。
『
地
道
に

自
ら
学
ば
ん
』
を
基
本
理
念

に
35
年
以
上
に
わ
た
り
活
動

し
て
い
ま
す
」

　
「
経
営
学
は
本
を
読
め
ば

分
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
経
営
者
と
し
て
は
十
分

で
あ
り
ま
せ
ん
。
青
工
研
で

は
、
仲
間
と
本
気
で
交
流
す

る
こ
と
で
、
自
分
を
磨
く
こ

と
に
重
点
を
置
い
て
い

ま

す
。
自
身
の
成
長
こ
そ
が
自

社
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
い

う
考
え
方
で
す
。
今
の
世
の

中
に
は
珍
し
く
〝
人
間
味
〟

が
あ
る
会
で
す
ね
」

　
―
組
織
の
構
成
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

　
「
現
在
は
40
社
近
く
が
加

入
し
て
い
ま
す
。
満
42
歳
以

下
で
あ
る
こ
と
が
入
会
条
件

で
す
が
、
単
に
工
業
と
い
っ

て
も
会
員
は
異
業
種
そ
の
も

の
で
す
。
た
だ
、
入
会
し
て

組
織
内
で
営
業
し
よ
う
と
い

う
人
は
、
残
念
で
す
が
会
の

目
的
と
は
違
い
ま
す
。
あ
く

ま
で
も
学
び
の
場
で
あ
り
?

自
己
研
鑽
す
る
場
な
の

で

す
。

　
―
具
体
的
に
は
ど
ん
な
活

動
を
す
る
の
で
す
か
。

　
基
本
理
念
は
『
地
道
に
自

ら
学
ば
ん
』
で
す
。
そ
し
て

主
軸
と
な
る
活
動
は
、
ブ
ロ

ッ
ク
会
と
呼
ば
れ
る
勉
強
会

で
す
。
本
年
度
の
統
一
テ
ー

マ
『
選
択
と
集
中
』
の
も
と

４
つ
あ
る
各
ブ
ロ
ッ
ク
が
年

間
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
す
。
そ

う
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
各

会
員
が
年
１
回
、
担
当
と
な

り
、
自
身
や
メ
ン
バ
ー
の
成

長
に
つ
な
が
る
ブ
ロ
ッ
ク
会

を
企
画
し
ま
す
」

　
「
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
開
催
に

は
、
担
当
者
が
実
施
計
画
書

を
書
き
込
み
、
三
役
会
を
経

て
役
員
会
で
審
議
し
、
承
認

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
ま
さ
に
組
織
運
営
そ

の
も
の
を
学
べ
ま
す
」

　
―
本
年
度
の
統
一
テ

ー

マ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て「
選

択
と
集
中
　
時
代
の
変
化
に

対
応
し
ろ
」
に
つ
い
て
は
。

　
「
停
滞
を
続
け
て
き
た
国

内
経
済
で
す
が
。
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
好

景
気
が
期
待
さ
れ
て
い

ま

す
。
し
か
し
、
好
景
気
の
波

を
捉
え
た
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
後
に
懸
念
さ
れ
る
景
気
の

落
ち
込
み
な
ど
、
時
代
の
変

化
に
対
応
す
る
に
は
、
中
小

企
業
は
自
社
の
〝
足
場
〟
を

固
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ

ん
。そ
の
た
め
に
は
今
一
度
、

自
社
の
事
業
を
見
つ
め

直

し
、
強
み
を
選
択
す
る
こ
と

が
不
可
欠
に
な
っ
て
き

ま

す
」

　
―
ご
自
身
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
下
さ
い
。
青
工
研
に
入

会
し
た
き
っ
か
け
は
。

　
「
会
Ｏ
Ｂ
の
紹
介
で
す
。

入
会
し
た
の
は
10
年
以
上
も

前
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

辞
め
て
父
の
事
業
を
手
伝
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事
業

承
継
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
、
入
会
を
決
め

ま
し
た
。
以
来
、
青
工
研
活

動
で
時
間
を
割
く
こ
と
も
多

々
あ
り
ま
す
が
、
あ
え
て
時

間
を
作
る
こ
と
も
経
営
者
に

と
っ
て
は
大
切
で
す
」

　
―
青
工
研
に
入
っ
て
何
か

変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

　
「
自
分
自
身
が
外
に
目
を

向
け
ら
れ
、
行
動
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
社

内
外
を
問
わ
ず
、
人
も
大
切

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
人
と
し
て
成
長
で

き
た
こ
と
が
何
よ
り
も
財
産

で
す
が
、
自
社
の
発
展
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
」

　
「
入
会
当
初
は
父
も
入
れ

て
家
族
３
人
で
工
場
を
や
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
社

員
が
15
人
に
な
り
、
本
業
も

発
展
し
ま
し
た
。
繰
り
返
し

に
な
り
ま
す
が
、
自
身
の
成

長
が
自
社
の
発
展
に
つ
な
が

っ
た
の
で
す
」
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さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
協
議
会

産
総
研
の
大
場
氏
講
演

導
入
支
援
セ
ン
タ
ー
も
見
学

河野崇・今年度会長が語る

「青工研」とは

「
自
身
の
成
長
こ
そ
自
社
の
成
長
」

出
身
企
業
は
100
社
以
上

導入支援センターを見学する参加者

講演する産総研の大場氏

　
相
模
原
の
地
域
経
済
を
下
支
え
す
る
製
造
業
を
中
心
に
、
満
42
歳
以
下
の
若
手
経
営

者
で
構
成
さ
れ
る
「
相
模
原
市
青
年
工
業
経
営
研
究
会
（
青
工
研
）
」
が
、
会
員
を
募

集
し
て
い
る
。
青
工
研
は
相
模
原
商
工
会
議
所
の
下
部
組
織
で
、
現
在
は
40
社
近
く
の

経
営
者
が
加
入
。
42
歳
に
な
る
ま
で
の
限
ら
れ
た
期
間
の
な
か
、
本
気
で
経
営
の
勉
強

を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
青
工
研
か
ら
は
１
０
０
社
以
上
の
社
長
を
輩
出
。
な
か
に

は
上
場
企
業
も
あ
る
。
青
工
研
の
今
年
度
会
長
の
河
野
崇
会
長
（
河
野
製
作
所
社
長
）

に
会
の
魅
力
を
聞
い
た
。


